
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 施設工学研究領域 構造担当 

防災のためのワイヤレスセンサによる 
間隙水圧、多重地下水位の観測 

ケーブル敷設が不要なワイヤレスセンサを開発しました。施
設や地盤の防災には計器による挙動監視が不可欠ですが、
ワイヤレスセンサの活用で、これまで困難であった箇所の
挙動監視が可能となり、防災機能を向上できます。 

研究のポイント 

【地すべり】 
 複層地すべりにおけるボーリング孔（φ110mm）を利用
した間隙水圧観測に適用されています（図－３）。従来型
のケーブル式間隙水圧計では、すべり面でケーブルが破
断されるため、すべり面をまたいでの長期計測は不可能
でした。（旧基礎地盤研究室、防災研究調整役と共同で実施） 
 
【ダム】 
 複数のロックフィルダムにワイヤレス間隙水圧計が設
置されています。設置作業時間は1時間弱であり、ケーブ
ル型センサ（8時間以上）に比べて大幅に短縮されます
（図－４）。ワイヤレスマルチセンサ（図－５）も開発され、
設置されています。 

 災害復旧に伴う盛土や覆土でも、同様の手順で簡便な
設置が可能です。 

研究の背景 

設置事例 

従来のケーブル式埋設計器は、追加埋設が困難でした。ま
た、急峻地形では設置や管理に多大な労力が必要でした。 
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図－１ ワイヤレス間隙水圧計（標準タイプ） 

図－４ ワイヤレスセンサの設置手順（フィルダム） 
①周辺掘削とセンサ設置 ②周辺部突固め 
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図－２ 地中デジタル通信の概要 

図－５ ワイヤレスマルチセンサ   
（土圧・間隙水圧同時計測） 

図－３ ワイヤレス間隙水圧計による地すべりの監視 

耐圧筐体 

送受信 
アンテナ 

通信回路 

データロ
ガー 

バッテリー 

センサ- 

ワイヤレス間隙水圧計 

ボーリング孔 

（すべりによる 

ケーブルの破断） 

ケーブル式間隙水圧計 

本センサには，以下の特徴があります。 

 小型・軽量（標準タイプでφ125×H205mm（図－１））。 

 低周波電磁波により地中100m程度の地中通信を実
現。地上部のデータ送受信器とワイヤレスセンサの間
で双方向にデジタルにより通信（図－２ ） 。 

センサの概要 

 施工性が向上。ケーブル付き計器に比べて作
業時間を大幅に短縮。 

 ボーリング孔を利用した設置が可能。 

 絶縁性が向上、耐雷性が格段に向上。 

 1台で複数の物理値を測定可能とするセンサの
マルチ化を実現（図－３）。 


